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令和4年度　福祉有償運送運転者講習会・認定ドライバー養成講座アンケート集計

開催日：令和４年12月21日（水）、12月22日（木）　２日間コース

時間：10:00~16:00

場所：生涯学習センターラディアン　ミーティングルーム

受講定員：12名

講座委託先：NPO法人かながわ福祉移動サービスネットワーク

○出席者内訳

20代 30代 40代 50代 60代 70代 計

男性 0 0 1 3 2 0 6

女性 0 0 3 0 2 0 5

計 0 0 4 3 4 0 11

○出席者　11名　アンケート回収　11名

○アンケート詳細

１,講義（座学）はいかがですか？

①大変参考になった 10

②参考になった 1

③あまり参考にならなかった 0

④参考にならなかった 0

感想など

・制度の面を分かりやすく知ることができた。

・各地の事例など、たいへん勉強になりました。

・改めて勉強することができて良かった。

・移動サービスにおける規定が理解しにくく、自分ではわからなったので、今回実習を含め

　て学べたことはとても大きかったです！

・全体的な背景、経緯、現状をていねいに解説いただき、理解が進んだ。

・メンタルのコントロールの大切さ（自己覚知）

２．運転実技研修について、いつも通り運転できましたか

①できた 5

②ややできた 6

③できなかった 0



感想など

・車いす体験をしていつもの運転だとゆれが大きいことや声かけの大切さなどがわかり

　よかった。

・人を乗せる時の運転は緊張しました。

・自家用車（軽自動車）以外での運転は初めてだったので、だいぶ緊張しました。

・思いやる運転のカンコツ等マナビが深かった。

・搭乗された方が車内の雰囲気を和ませていただき、リラックスして運転ができた。

・インストラクターの方がとてもリラックスさせてくれる事が上手でだったので、リラック

　スして運転ができました。

３．研修の日数はどうですか

①１日がよい 0

②２日間がよい 7

③どちらでも良い 4

４．今回のセミナーに参加した動機を教えて下さい。

・地域にどんなニーズがあるか知りたかった。

・移動サービスにどんなものがあるか知りたかった。

・介護認定されていない方の通院介助をしてみようかと思って。

・実母が足元がおぼつかなくなく、近い将来車イスになるかもしれないこと、足がよわると

　外出できない高齢者のお手伝いがいつかできたらと。

・大空で働いており、依田さんよりこのセミナーのことを教えて頂き知りました。

・現在、グループホームでパートをしています。利用者の送迎も一部あるため、安全な送迎

　のため、役立てたいと思い、参加させて頂きました。ムリをせず、　できる範囲での活動

　を検討したいと思います。

・介護施設で働いていて、いろいろな資格をとりたくて。

・町役場からの電話で。

・町内で「お手伝いサービス」という日常のちょっとしたお困り事に役立てたい　いただけ

　るようなローカルサービスを小さく開業しています。（保育士なので）託児やお買い物の

　代行が主ですが、ふたをあけてみるとご高齢の方にはやはりタクシーの業務にあたる

　”送迎”が主でしたので、現在自分にできるのはどこまでかを知りたかった。

・定年を機に地域で何かやれる事はないかと考えていた中で今回の案内を見つけ応募しま

　した。

・定年退職後に人の役に立つ仕事をしてもたいと考えていたので参加

・近所の方が独居になり、山坂がな地域なので、いつも誰かに買い物や病院に行く時は車を

　持っている人にお願いしている。その方達も（お願いされる方）高齢となり、免許を返納。

　若い人たちは共働きで昼間は仕事を持っている。何か私にできないことはないか？ガッツ

　リ介護はできないが、運転して好きな所に連れていけたらよいなと思いました。人生を楽

　しむためのおでかけ支援ができたら、今日も生きて良かったと思える１日の最後に思える

　ように。



５．今後、地域の助け合い活動に参加いたいと思いますか

①活動したいと思う 7

②活動したくない 0

③検討したい 4

④分からない 0

６．全体的なご意見、感想

・認定ドライバーは、基本的にはボランティア。外出が多くなれば、介護保険で　の支出も

　なくなるので、ドライバーにもきちんとしたペイがさされれば、もっと沢山の人が参加で

　きるのではないか。そんな社会にいつかなってほしい。

・すごく勉強になり楽しかったです。

・とても楽しく、よい講習でした。ありがとうございました。

・２日間の座学、具体的で大変参考になりました。自分の活動の相談をぜひさせ　ていただ

　きたいです。個人的には「福祉有償運送」の対象者の枠がもっと広がってほしいと正直に

　思ってしまいます。たすけあい活動も大切ですが、「有償」であれば、リタイアされて

　時間的に余裕がある方だけでなく、地域と関わりながら、ちょっと働いてみたい若い世代

　（若者だけでなく、主婦や子育て世帯など）にも　移送サービスに関わってみようと思え

　る方やグループが増えたり自分たちの町の地域課題を知る機会が増えるのではないかと

　思っています。

・まずは第１歩としての機会を得たいので、連携をよろしくお願いします。

・ニーズに対する、対応の実例、情報が聞けて勉強になりました。

　

※今後、地域での助け合い活動での話し合いや講座などがあった場合、

　町からの連絡を希望された方

11名


